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ゲ
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紛
争
の

考
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（

は

じ

め

に

　
私
が

ブ

ー

ゲ
ソ

ヴ
ィ

ル

の

問
題
に

つ

い

て

書
い

て

み
た
い

と

思
っ

た

契
機
は

、

男

鶏

国

舘
广

。

毎

国

8H
δ
毒
甘

力

雪
δ
≦

誌
一

九

九

一

年
二

月
七
日

号
に

掲
載
さ
れ

た

「

ブ
ー

ゲ

ン

ヴ
ィ

ル

に

多
国
籍
軍

ー
−

和
平
へ

の

初

期
テ

ス

ト

ー
」

ζ
巳

江

瑟
証

§
巴

男

貫
8
の

♂
『

bd8

の

巴

耄
巳
ou

国

舞
一

翼

日 ．
 

ω
σ

8
胃

℃
Φ

碧
の

を

読
ん

だ

こ

と

で

あ
っ

た
。

そ

の

記

事
は

マ

リ
。
ル

イ

ズ
。

オ

キ
ャ

ラ
ハ

ン

窰
臂
￥

｛

b
巳
し。

皿

O．
O
固一
冨
σq｝
轟
卩

特
派
員
が
、

ソ

ロ

モ

ン

諸
島
の

首
都
ホ
ニ

ア

ラ

か

ら
送
っ

て

き

た

情
報
で

あ
る

。

　
こ

の

記
事
を
読
ん

で

ブ

ー

ゲ
ン

ヴ

ィ

ル

問

題
に

つ

い

て

執
筆
し
た

い

と

思
っ

た

理
由
は

、

「

多
国
籍
軍
」

と
い

う
言
葉
の

せ

い

で

も
あ

る

が
、

よ

り
基
本
的
な
理
由
は

二

十
年
前
に

私
が

調
べ

た

こ

と

の

あ
る

ア

フ

リ

カ

大
陸
で

銅
の

政
治
学

西

　
野

　
照
太

郎

N 工工
一Eleotronio 　Library 　Servioe

の

分
離
独
立
闘
争
の

こ

と

が
、

鮮
明
に

思
い

出
さ

れ

た

か
ら
で

あ
っ

た
。

　
そ

の

ア

フ

リ
カ

で

の

分
離
独
立
闘
争
と
い

う
の

は
、

旧
ベ

ル

ギ

ー

領
コ

ン

ゴ

が

コ

ン

ゴ

民
主

共
和
靄
と
し
て

独
立
し

た

と

き
、

銅
そ

の

他
の

鉱

物
資
源
に

恵
ま

れ
た

カ

タ
ン

ガ

州

に

お

い

て
、

強
力
な

分
離
独
立
運
動
が

出
現

し

て
、

首
都
レ

オ

ポ

ル

ド

ヴ
ィ

ル

の

中
央
政

府
に

武
力
抵
抗
し

た

こ

と

を
指
す

。

　
分
離
独
立
運
動
の

指
導
者
は

独
立
を

宣
言

し

た

の

で
、

独
立
過
程
の

コ

ン

ゴ

共
麹
国
内

に

起
こ

っ

て

い

た
、

大
統
領
と
首
相
の

対
立

抗
争
を

鎮
圧
す
る

た

め

に

派
遣
さ

れ

て

い

た

国
連
軍
の

一

部
が

紛
争
の

解
決
に

当
た
っ

た
。

そ

の

後
、

カ

タ

ン

ガ

州
は

州
名
を

シ

ャ

バ

と

改
め

た
。

（

国
名
は

コ

ン

ゴ

民
主
共

和
国
か

ら

ザ

イ

ー
ル

共
和
国
に

、

コ

ン

ゴ

川
は

ザ

イ
ー

ル

川
に

、

レ

オ

ポ

ル

ド

ヴ
ィ

ル

は

キ
ン

シ

ャ

サ

に

変
わ
っ

た
〉

。

　
こ

の

カ

タ

ン

ガ

の

分
離
独
立
闘
争
の

原
因

は
、

鉱
産
物
の

産
出
地
と

し
て

財
政
が

豊
か

な

た

め
、

中
央
政
府
か

ら

分
離
し

た

方
が

財

政
経
済
的
に

有
利
だ

と

考
え
た

政
治
家
の

野

　
　
　
　
　
　

さ
ロ

心
に

求
め

ら

れ

る

　
。

　
こ

の

旧
ベ

ル

ギ

i
領
コ

ン

ゴ

に

お

け
る

分

離
独
立
運
動
と

ブ

ー

ゲ
ン

ヴ

ィ

ル

島
の

分
離

独
立
運
動
は

、

経
済
面
に

お

い

て

は

似
て

い

る

の

で
、

私
は

連
想
し

た

わ
け
で

あ
る

が
、

旧
カ

タ

ン

ガ

州
（

今
の

シ

ャ

バ

州
）

が

広
大

ア

フ

リ

カ

大
陸
の

中
央
部
に

あ
っ

て

大
西
洋

岸
の

港
ま
で

非
常
に

遠
い

内
陸
の

州
で

あ
る

と
い

う

地
理

的
な

条
件
は

、

南
太
平
洋
に

あ

る

九
三

〇
〇
平
方
キ
ロ

の

ブ

ー

ゲ
ン

ヴ
ィ

ル

島
（

ブ

カ

島
を
含
む
）

と
は

全
く
異
質
な
も

の

で

あ

る
。

　
こ

こ

で

ブ

ー

ゲ
ン

ヴ
ィ

ル

に

つ

い

て

簡
単

に

そ

の

歴
史
を
紹
介
し
て

お

き
た

い

と
思
う

。

こ

の

島
は
一

七
六
八
年
に

タ

ヒ

チ

島
を
訪
れ

た

上
で

西
方
に

航
海
し

、

南
太
平
洋
西

部
の

島
々

を
探
検
し

た

フ

ラ

ン

ス

の

航
海
者
プ

ー

ゲ
ン

ヴ
ィ

ル

O
い

窟
皀
p

匙

o

じ50

⊆

窓
言
幺一
♂

（

一

七
二

九
〜
一

八
一
一
）

に

よ
っ

て

発

見

さ
れ

、

そ

の

航
海
者
の

名
に

ち

な

ん

で

命
名

さ
れ

た
。

科
学
的
知
識
も
豊
か

だ
っ

た

ブ

ー

ゲ
ン

ヴ
ィ

ル

の

名
は

、

こ

の

島
名
の

ほ

か

に

熱
帯
の

島
々

に

咲
く

美
し

い

花
、

ブ

ー

ゲ
ン

ヴ

ィ

リ

ア
m
山

o
＝

σq

包

耄圃一
国

雷
に

よ

っ

て

も

記
憶
さ

れ

て

い

る
。

　
日

本
人
に

と
っ

て

ブ
ー

ゲ
ン

ヴ
ィ

ル

島
の

名
は

太
平
洋
戦
争
初
期
の
｝

九
四
二

年
に

日

　
　
　
　
　
　
　
　

セ
を

本
軍
の

侵
略
し

た

戦
場

と
し
て

、

は

じ

め

て

広
く

知
ら
れ

た

の

で

あ
る

が
、

そ
の

後
は

パ

プ

ア
・

ニ

ュ

ー

ギ
ニ

ア

（

以
下
P
西

G
と

す
る
）

に

お
け
る

重
要
な

銅
山
の

あ
る

島
と

し

て
、

一

部
の

日

本
人
に

知
ら
れ

て

き
た

に

す

ぎ
な
か
っ

た．．

　
ブ

ー

ゲ
ン

ヴ
ィ

ル

島
は

P
聾

G
の

地
方
自

治
体
と
し

て

は
、

　，
北
ソ

ロ

モ

ン

州゚
L

と

い

わ

れ

る
．

そ

れ
は

こ

の

島
が
地
理

的
に

は
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『

　
し
か

し
、

今
日

、

州
の

指
導
者
と
な
っ

て

い

る

者
の

多
く
は

元
神
学
生

た
ち

で

あ
る
」

。

（

．、
℃

碧
轟
Z
 

≦

O
皀
口

＄
…

〉

勹
o

§
号

已

害
馨
o

曙、、

討
ヨ
雷

Ω
鼠

頃
ヨ

 

け

巴

漏
宀

 一
g
ヨ

§
一

達
二

〇

翼即（）
p

巳

》

磊−

霞
巴

ぼ

お
碁゚

℃

」
認

）

　
こ

う
し
て
一

九
六
六
年
か

ら
ブ

ー

ゲ
ン

ヴ
ィ

ル

の

銅
山
開
発
問
題
は

、

PNG

住
民
の

間

で

重
大
な

関
心
を
も
た

れ
る

に

至
っ

た
。

　
ブ

ー

ゲ
ン

ヴ
ィ

ル

の

PNG

か

ら
の

分
離

運
動
を

指
導
し

た

レ

オ
・

ハ

ネ
ッ

ト

と

い

う

人

物
は

、

「

第
二

次
世
界
大

戦
中
に
ニ

ッ

サ

ン

環
礁
か

ら
イ

ギ

リ
ス

領
域
ソ

ロ

モ

ン

諸
島

に

疎
開
し

た
の

で
、

そ

の

群
島
の

他
の

部
分

と
合
同
（

も
し

く
は

再
統
合
）

す
る

こ

と
を

好
み

、

住
民
の

自
決
権
を
主
張

、

PNG

と

ブ

ー

ゲ
ン

ヴ
ィ

ル

と
の

た

め

に

好
ま

し

い

条

件
を
分
ち
合
う
よ

う
主
張
し

た
。

（

鈷
ヨ
Φ
ω

Ω
臥
略

象
駆

9
巴

前
掲

書
一

五
二

頁
）

　
ブ

ー

ゲ
ン

ヴ

ィ

ル

問
題
が

次
第
に

注
目
を

集
め

は

じ

め
た

直
接
の

契
機
は

、

一

九
六
四

年
に

CRA

採
鉱
会
社
の

採
鉱
チ

ー

ム

が
、

パ

ン

グ

ー

ナ

で

低
品
位
銅
鉱
石
の

サ
ン

プ

ル

を

採
取
し

は

じ
め

た

こ

と

で

あ
っ

た
。

　
　
「
一

部
の

官
吏
や

会
社
の

試
掘
係
た

ち

　
が

、

懸
命
に

術
策
を
も
っ

て

事
態
を
処
理

　
し

よ

う
と
試
み
た

に

も
か
か

わ
ら

ず、

そ

　
れ
は

間
も
な

く
村
の

住
民
か

ら
の

反
対
の

　
動
き
に

進
ん

だ
。

　
　
警
官
葬】
伴
っ

た

特
別
パ

ト

ロ

ー
ル

隊
が

、

　
先
祖
伝
来
の

土
地
を

失
う
こ

と

を
恐
れ

、

そ
の

土
地
を
裸
に

す
る

大
量
の

技
術
に
よ
っ

て

シ

ョ

ッ

ク

を

う
け
て

い

た
住
民
を

脅
や

か
す
た

め

に
、

そ

の

地
区
を
し

ば
し

ば
訪

れ
た

。

（

を
ヨ

霧

Ω
ユ

裟
＝

簿

巴

前
掲
書

二

五
一

頁
）

　
こ

の

よ

う
に

し

て

CRA

採
鉱
会
社
が

進

め

は

じ

め

た
工

事
に

対
し

て
、

住
民
た

ち

が

反
抗
運
動
を
展
開
し

た

当
時
の

状
況
に

つ

い

て
、

独
立
後
の

初
代
首
相
と

な
っ

た

マ

イ

ケ

ル

・

ソ

マ

レ

は
、

自
叙
伝
の

中
で

次
の

よ

う

に

述
べ

て

い

る
。

　
　
「

政
府
が
力
に

よ
っ

て

土
地
を

取
ろ

う

　
と
試
み

た

時
、

ほ

と

ん

ど
の

オ

ー

ス

ト

ラ

　
リ

ア

の

新
聞
の

第
一

面
に

胸
も
あ
ら
わ
な

　
女
牲
た

ち
と

格
闘
す
る

警
官
の

写
真
が

掲

　
載
さ
れ

た
。

ブ

ー

ゲ
ン

ヴ
ィ

ル

で

は

社
会

　
は

母
系
制
で

あ
る

か
ら

、

土
地
・

相
続
は

　
母
親
を

通
し

て

行
な

わ

れ
る

。

　
　
自
分
た

ち

の

土
地
を

放
棄
す
る

く
ら
い

　
な

ら
自
分
の

子
供
と
一

緒
に

会
社
の

ブ
ル

　
ド

ー

ザ

の

下
で

押
し

つ

ぶ

さ

れ

る

方
が

ま

　
し

だ
、

と
言
っ

て

土
地
を
守
っ

た

の

は

女

　
性
た

ち

で

あ
っ

た
」

（

諺
コ

諺

暮
o
｝）
δ

鴨
甲

　
℃

ξ

o
崩

ζ
甘

訂
巴

G。

o

ヨ

贄
嘆
じo

譬
 ▼．−

　
℃

毬
韓
竃
畠
。

a
江

8
蹼
ヨ
げ

。（
＝
二

剛
｛

c
口

σQ

　

ぎ
護
」
零
。。

始鹽
雪
）

　
こ

う
し

た

事
態
が
起
こ

っ

た

の

は
一

九
六

九
年
に

な
っ

て

か

ら

で

あ
り

、

新
聞
の

写
真

や

ラ

ジ

オ

報
道
で
、

胸
も
あ
ら
わ

に

は

だ

け

た

女
性
た

ち
が

警
官
と

取
組
み

合
い

を

し

て

い

る

状
況
が
世
界
中
に

伝
え

ら
れ

る

と
、

た

と

え
ば
【

九
六

九
年
八

月
六

日
の

“

シ

ド
ニ

ー
・

サ

ン
”

紙
が

大
見
出
し
で

“

オ

〜

ス

ト

ラ

リ

ア

の

恥
…・
…

こ

れ
が

我
々

を

見
る

世
界
の

視
点
に

な

る
”

と
報
道
し

た

ほ

か
、

や

は

り

シ

ド

ニ

ー

の

”

デ

イ

リ

ー
・

ミ

ラ

i
”

紙
も

、

”

血
な

ま
ぐ
さ
い

殺
入
”

”

ニ

ュ

…

ギ

ニ

ア

に

お

け

る

オ

ー

ス

ト

ラ

リ
ア

の

暴
挙
”

と

指

摘
し

、

。

わ
れ

わ
れ

の

行
手
の

地
獄
は

ど
こ

に

？
”

と

問
い

か
け
て

い

た
G

　
こ

う

し
た

事
態
に

至
る

背
景
に

つ

い

て

解

明
す
る

た

め

に
、

こ

こ

で

は
一

九
六

八
年
九

月
九
日

に

ポ

ー

ト

モ

レ

ス

ビ
・

−

に

お

い

て

政

治
家
や

大
学
生
な

ど

す
べ

て

ブ

ー

ゲ

ン

ヴ
ィ

ル

出
身
者
二

十
五
入
の

グ

ル

ー

プ

が
、

ブ

ー

ゲ
ン

ヴ
ィ

ル

は

PRG

の
一

部
と
し

て

残
る

か
、

独
立
国
家
を
建
設
す
る

か
、

あ
る

い

は

イ

ギ

リ

ス

領
ソ

ロ

モ

ン

諸
島
保
護
領
に

加
わ

る

か
、

に

つ

い

て

決
定
す
る

た

め

に
一

九
七

〇
年
以
前
に

住
民
投
票
を

実
施
す
る

よ

う
要

請
し

た

事
実
を

指
摘
し
た

い
。

　
そ

の

グ
ル

…

プ

の
一

入
は
パ

ン

グ

ー

党
の

院
内
勢
力
の

副
幹
事
ポ

ー

ル
・

ラ

プ

ン

だ
っ

た

が
、

ラ

プ

ン

自
身
は

ブ
ー

ゲ

ン

ヴ
ィ

ル

の

分
離
運

動
を
支
持
せ

ず
、

PNG

と

の

統
合

を

主
張
し

て

い

た
。

そ

れ
に

対
し
て

グ
ル

ー

プ
の

も

う
一

人
の

指
道
π

的
入
物
レ

オ
・

ハ

ネ
ッ

ト

は

ブ

ー

ゲ
ン

ヴ

ィ

ル

の

分
離
独
立
を
要
求

し

て

い

た
。

　
当
時
大
学
生
だ
っ

た
レ

オ
・

ハ

ネ
ッ

ト

は

一

九
六
八
年
九
月
二

七
目

付
の

サ

ウ

ス

・
パ

シ

フ

ィ

ッ

ク
・

ポ

ス

ト

紙
に

、

次
の

よ
う

な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

馳

意
見
を
掲
載
し
た

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
珊

　
　
「

わ

れ
わ
れ

の

歴
史
的
、

民

族
的
、

人
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ

　

種
的

、

地
理
的
な

ら

び

に

政
治
的
な

結
び

曲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ

　
つ

き
は

、

ソ

ロ

モ

ン

諸
島
と

の

間
の

そ

れ
 

が

pNG

領
内
の

他
の

い

か

な

る

部
分
と
血

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

箆

　
の

結
び
つ

き
よ
り

も
強
い

G

ブ

ー

ゲ
ン

ヴ
ィ

屯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

エ

　
ル

島
民
の

多
く

は
、

そ

の

家
族
や

親
戚
の
M

　
一

部
が

ソ

ロ

モ

ン

諸
島
に

住
ん

で

い

る

の

　
で

あ
る
。

　
　
わ

れ

わ
れ
は

PNG

の

同
胞
と
の

友
情

　
を

大
切
に

す
る

が
、

わ

れ

わ

れ
の

慣
習
や

　
信
卿
は
（

PNG

の

同
胞
の

そ

れ
と

は
）

　
異
な
っ

て

い

る

の

で
、

真
の

民
族
的
な
結

　
び
つ

き
は

成
立
し

え

な

い
」

。

　
つ

ま

り
、

ブ

ー

ゲ
ン

ヴ
ィ

ル

銅
山
の

問
題

は

別
に

し
て

も
そ

の

分
離
独
立
の

運
動
に

は

充
分
の

理
由
が

あ

る
の

だ

と
、

レ

オ
・

ハ

ネ
ッ

ト

は

強
調
し
た

。

　
そ

う
し

た

情…
勢
の

中
で

オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア

国
立
大
学
の

先
任
研
究
員
だ
っ

た

ロ

ン

・

ク

ロ

コ

ム

博
士

O
弓゜
菊圏
Ω゚

0
据

08

旨
げ
O

（

後

に

フ

ィ

ジ

ー

の

南
太
平
洋
大
学
教
授
と
し
て

何
回
も
来
日

し

て

お

り
、

太
平
洋
学
会
の

会

員
で

も
あ
る
）

が
、

一

九
六

八

年
九
月
九
日

に

ラ

エ

に

あ
る

PNG

工

科
大
学
に

お

い

て

「．
ブ

ー

ゲ
ン

ヴ

ィ

ル

…
…

銅
の

政
治
学

i

田
O

轟
p。

ぎ
く

旨
 

…
℃

色

三
〇

°贋

亀

GO

箸
曾

と

題
す
る

講
演
を
し

た
。

以
下
に

そ

の

論
旨
を

紹
介
し

て

お

き
た

い
。

　
　
「

教
育
施
設
が

充
実
す
る

に

つ

れ
て

、

　
植
民
地
化
さ

れ

て

以
後
の

ブ

ー

ゲ
ン

ヴ

イ
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「
！　JU1 ン

　

ル

島
民
の

次
第
に

多
く
の

部
分
が
、

一

六

　

世
紀
以
上
に

わ
た
っ

た

植
民
地
支
醍
の

壮

　

大
な
ゲ
ー

ム

の

中
で

、

非
常
に

小
さ

い

人

　

質
と
な
っ

て
い

た

こ

と

を
知
る
に

至
っ

た
。

　
　
一

八
九
八

年
に

彼
等
の

島
は、

ヨ

ー
ロ

ッ

　
パ

や
ワ

シ

ン

ト

ン

で

交
渉
さ
れ

た
取
引
に

　

よ
っ

て
、

イ

ギ

リ

ス

か

ら
ド

イ

ツ

に

譲
り

　

渡
さ

れ
た

。

そ

の

取
引
と

は

ト

ン

ガ
、

ザ

　
ン

ジ

バ

ル

お
よ

び
西
ア

フ

リ
カ

の
一

部
に

　

関
す
る

ド

イ

ツ

の

権
益
を
引
き

換
え
に

、

　

イ

ギ
リ

ス

が
サ

モ

ア

と
ブ

！

ゲ
ソ

ヴ
ィ

ル

　

に

対
す
る

要
求
を
放
棄
す
る

と

い

う
も
の

　

で

あ
っ

た
G

　
　
一

九
一

四
年
に

は

オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア

政

　

府
が

、

ド

イ

ツ

か
ら
国
際
連
盟
の

委
任
統

　

治
領
と
し
て

ブ

ー

ゲ
ン

ヴ
ィ

ル

を
引
取
っ

　
た

。

（

09
〈

莚
○っ

8
喜
o
口

．、
〉

霞
珍
oqoh

　
一
）

o
一一
江
o

巴

勺

彎
江
。

ω

ヨ

℃
眇

を
口

Z
 

毛

　

9ド
ぎ
Φ

野
  ．

ζ
巴
σ

o

弩
器−
H
」

○

冨
窪

Q

≦
コ

ρ

　

お
司

曽
H》
」
 

O

　
こ

の

よ

う
に

論
じ

た
上
で

、

ク

ロ

コ

ム

博

士
は

プ

ー

ゲ

ン

ヴ

ィ

ル

島
民
が

分
離
運
動
を

起
す
に

至
っ

た
要
因
を
六

項
目
に

分
け
て

説

明
し
た

。

一
、

上
記
の

よ

う

な

取
引
が

行
な

わ

れ
た

に

　
か

か

わ
ら
ず

、

島
民
に

は

何
の

椙
談
も
な

　
か
っ

た
し

、

島
民
の

願
望
や

利
害
は

全
く

　
顧
慮
さ
れ

な

か
っ

た
。

二
、

島
民
の

皮
膚
へ

の

彩
色
の

佳
方
な

ど
は

　
ソ

ロ

モ

ン

諸
島
民
の

そ

れ

に

よ

り
近
く

、

　
文
化
的

、

民
族
的
に

は

PNG

よ
り
ソ

ロ

　
モ

ン

諸
島
と
よ

り

密
接
に

結
び

つ

い

て

い

　

る
竇

三
、

島
民
は

今
で

は

独
立
が
尊
重
さ

れ
る
こ

　

と

を
理
解
し、

西
サ

モ

ア

や

ナ

ウ

ル

が

独

　

立
し
た

こ

と
、

国
連
が

植
民
地
人
民
の

独

　

立
に

同
情
的
で

あ

り、

オ

〜

ス

ト

ラ

リ

ア

　

政
府
も

PNG

の

独
立
を
認
め
る

方
針
だ

　

と
い

う

こ

と
を

承
知
し

て

い

る
。

四
、

島
の

指
導
者
た
ち

は

島
が

PNG

の
一

　

部
に

属
し

て
い

る

場
合
に

比
べ

れ

ば
、

独

　

立
す

る

こ

と
に

よ
っ

て

よ

り
大
き
い

威
信

　
や

権
利
を
獲
得
し

う

る

と
信
じ

て

い

る
。

五
、

オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア

政
府
は

銅
の

収
益
を

　
PNG

の

た

め

に

支
出
す
る

が
、

ブ

；

ゲ

　
ン

ヴ

ィ

ル

に

は

充
分
な

分
け
前
が

与
え
ら

　
れ
ず

、

ま
た

そ

の

収
益
の

使
途
の

決
定
に

　
も
参
加
す
る

チ
ャ

ン

ス

が

与
え
ら

れ
な

い

　
こ

と

を
知
っ

て

い

る
。

亠

ハ

、

分
離
を

弁
護
す
る

入
た

ち

は
、

銅
が
独

　
立
国
と

な

る
に

充
分
な
経
済
的
富
を
与
え

　
て

く

れ

る

と

信
じ

て

お

り、

そ

の

た

め

に

　
自
分
た

ち
は

何
故
自
立
で

き
な

い

の

か
、

　
と
そ
の

理

由
を
問
う
て

い

る
。

　
一

九
六
八

年
一

〇
月
に

な

る

と
、

ラ
バ

ウ

ル

に

拠
点
を
も
つ

新
し
い

政
党
「

メ

ラ

ネ
シ

ア

独
立

戦
線
」

ζ
Φ一
雪
 

鉱

雪

ぎ

騎
窓
邑
 

⇒
。

。

淳
o

箕
が

結
成
さ
れ

た．．

そ

の

綱
領
は
ニ

ュ

〜

ブ

リ
テ

ン

島
、

ニ

ュ

ー

ア

イ

ル

ラ

ン

ド

島
、

マ

ヌ

ス

島
お
よ

び
ブ
ー

ゲ
ン

ヴ

ィ

ル

島
と
い

う
ニ

ュ

ー

ギ
ニ

ア

の

島
嶼
部
が
一

つ

の

連
邦

国
家
を

建
設
し

て
、

PNG

か

ら

分
離
す
る

と

い

う
も
の

で

あ
っ

た
。

　
そ

の

連
邦
国
家
の

国
名
は
「、
メ

ラ

ネ
シ

ア
」

と

し
、

ラ
バ

ウ
ル

を
首
都
と

し
て

総
督
と

議

会
を

も
つ

イ
ギ
リ
ス

の

コ

モ

ン

ウ

ェ

ル

ス

の

一

員
と

な
り

、

国
連
の

フ

ル

・

メ

ン

バ

ー

に

も
な

る
、

と

い

う

こ

と

を
う

た
っ

て

い

た
。

　
こ

れ

は
ブ

ー

ゲ
ン

ヴ
ィ

ル

島
だ

け
の

分
離

独
立
要
求
で

は

な
く

、

よ

り
広
い

面
積

、

よ

り

多
く

の

人
口

を
も
つ

島
嶼
部
分
の

政
治
運

動
で

あ
る

た

め

に
、

オ

！

ス

ト

ラ

リ

ア

と
し

て

は
、

重
大
な

関
心
を
も
っ

て

そ

の

動
き
を

警
戒
し
は

じ

め
た
o

　
オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア

の

マ

ス

コ

ミ

は
い

ず
れ

も
多
く
の

情
報
を

伝
え

た

が
、

そ

の
一

例
と

し

て

メ

ル

ボ

ル

ン

の

日

刊
「

エ

ー
ジ

」

紙
の

記

事
を

紹
介
し

て

お

く
。

　
　
「

（

鸛
嶼
部
の

分
離
要
求
と

い

う
）

小
さ

　
い

反
抗
は

重
大
な

争
点
を

な

し

て

い

る
。

　
相
対
的
に

富
ん

で

い

て

確
か
に

思
い

上
が
っ

　
た
ニ

ュ

ー

ブ

リ
テ
ン

島
の

ト

ー

ラ

イ

族
が

、

　
離
反
グ
ル

ー

プ

と
勢
力
を

結
集
す
る

こ

と

　
に

な
れ
ば

、

ニ

ュ

ー

ギ
ニ

ア

本
土
は、

そ

　
の

最
も
価
値
あ

る

経
諦
的
財
産
を

欠
い

た

　
ま
ま
残
さ
れ

る
こ

と
に

な

る
。

」

（

○

ユ

鵜
ぎ

簿

巴

前
掲
書
勺．
一
錏
）

ナ

ビ

ダ
コ

エ

・

ナ

ヴ
ィ

ト
ゥ

　
ナ
ビ

ダ

コ

エ

・

ナ

ヴ
ィ

ト

ゥ

Z
簿

う

達
 
胛

OO

Z

碧
≡冖
と

い

う

政
治

結
社
が

、

ブ

ー

ゲ
ン

ヴ
ィ

ル

に

出
現
し

た

原
因
の
】

つ

と

し
て

私

が

推
測
す

る

の

は
、

前
記

の

「、
メ

ラ

ネ

シ

ア

独
立
戦
線
」

の

活
動
の

イ
ン

パ

ク

ト

で

あ
る

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ザ

　

ラ
バ

ウ
ル

に

本
部
を
置
く

こ

の

メ

ラ

ネ
シ

肛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ア

ン

独
立
戦
線
が

提
唱
し

た
ニ

ュ

〜

ギ
ニ

ア

y

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
訌

北
東
岸
諸
島
の

分
離
独
立
運
動
を

、

そ

の

目
肛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
エ

標
と

し

て

の

連
邦
国
家
メ

ラ

ネ
シ

ア

の

建
設
L

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご

構
想
の

中
で

は
、

ブ

ー

ゲ
ン

ヴ

ィ

ル

島
は

自
碗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

主
性
を
認
め

ら
れ
な

い

脇
役
に

す
ぎ
な

か
っ

厩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た．、

ブ

ー

ゲ
ン

ヴ
ィ

ル

島
の

分
離
運
動
と
し
皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト

て

は
、

よ

り
積
極
的
に

独
自
の

主
張
と

要
求
M

を
TPNG

全
体
に

ア
艸
．

ピ

ー

ル

す
る

必
要

が

あ
っ

た．．

　

と

く
に

ブ

ー

ゲ
ン

ヴ
ィ

ル

島
に

は
、

ブ

ー

ゲ
ン

ヴ
ィ

ル

鉱

業
会
社

じむ
o
⊆

σq
節

ヨ
く

≡
 

ζ幽
ユ
コ

 

｛
」

a．
が

強
力
に

推
進
し

て

い

た

銅

鉱
業

関
係
の

総
合
的
な

生
産
施
設

開
発
の

た

め

に
、

島
民
の

慣
習
法
上
の

土
地
を

収
用

す
る

準
備
が
一

九
六
八
年
か

ら

進
め

ら

れ

て

い

た
。

　

そ

の

土
地
問
題
を
島
民
に

有
利
に

解
決
す

る

こ

と
が

、

島
の

指
導
者
た

ち
に

と
っ

て

は

至
上
命
令
で

あ
っ

た
。

そ

の

土
地
問
題
は

政

治
的
な
分
離
要
求
と
は

無
関
係
な

性
格
な
も

の

で

あ
っ

た
匸

　

ポ

〜

ト

モ

レ

ス

ビ

ー

に

お
い

て

は
、

毎
年

、

PNG

大
学

、

オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア

国
立
大
学

、

PNG

行
政
大

学
校
お
よ

び
ニ

ュ

ー

ギ

ニ

ア

問
題
評
議
会
Oo
ロ

塁
二

〇

h20

≦

Ω

巳
5（
謹

≧》
『

巴
田

の

共
催
で

ワ

イ

ガ
ニ

・

セ

ミ

ナ

ー

芝
蝕
σq
昂

三

Q。

。

ヨ

ぎ

胄

と
い

う

大
規

模
な

研

究
集
会
が

特
定
の

テ

ー

マ

を
中
心
に

開
催
さ

れ

て

い

る
。

　
そ

の

研
究
発
表
は

印
嗣
さ

れ
大
判
の

論
文

集
と

し

て

刊
行
さ

れ

て

い

る
。

私
の

手
許
に
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一 ZJ 一

あ
る

の

は
一

九
七
〇
年
五
月
の

第
四

回
ワ

イ

ガ
ニ

・

セ

ミ

ナ

ー

で
、

「

メ

ラ

ネ

シ

ア

の

政

治
」

日

落
勺
o

ぎ一
翕
oh

ζ
皿

畧
゜
°。一
臼

（

七
三

四
頁
）

で

あ
る

。

　
こ

の

論
文
集
に

収
め

ら
れ
た

二

つ

の

論
文

に

よ
っ

て
、

私
は
ナ
ビ

ダ
コ

エ

・

ナ
ヴ
ィ

ト
ゥ

と

い

う
奇
妙
な

名
の

結
社
の

こ

と
を
知
る
こ

と

が

で

き
た

。

　
そ

の

二

つ

の

論
文
と
い

う

の

は
、

ミ

ド

ル

ミ

ス

頃

し’

｝
冢
建
色
Φ

巨
圏

の

わ

ず
か

五

頁
の

「

ナ

ビ

ダ
コ

エ

・

ナ

ヴ
ィ

ト
ゥ

」

で

あ

り
、

も
う
一

つ

は

世
界
時
事
問
題
研

究
所

宣
9
肆
990hO

⊆

尾
 

畧

≦、
O
『

乙

＞
h
『

巴

話

の

特

別
研

究
員
ウ

ォ

ル

フ

ァ

ー

ス

 

尾、・

≦
o

罵
 

屋
の

五

十
頁
に

お
よ

ぶ

論
文
「

PN

G
に

お

け
る

政
党

活

動
小

史
」

〉

。。

ぎ
詳

H 、
類
゜・

ざ

蔓
o
『

勺
o

葺
8
巴

℃
蝕
 

身

》

9一
≦

ξ

三

℃

避
ロ
陣

9

え

Z
ゆ

毛

Ω

三
口

＄

（

た

だ

し

ナ
ビ

ダ
コ

エ

・

ナ

ヴ
ィ

ト
ゥ

に

つ

い

て

は

わ

ず
か

二

頁
）

で

あ
る

。

　
　
「

ナ

ビ

ダ
コ

エ

・

ナ

ヴ
ィ

ト

ゥ

の

前
半

　
は

南
部
ブ

ー

ゲ
ン

ヴ
ィ

ル

に

お

け
る

主
要

　
な

種
族
グ
ル

ー

プ
の

地
元
の

言
語
に

よ

る

　

名
称
の

頭
文
字
で

あ
り

、

媛
半
は

”

結

　

社
”

β

器
09p

賦
op

を
意
味
す
る
」

（

地
元

　
の

言
語
は

ナ
シ

オ

イ
Z
¢

臨

9
語
で

あ
る
）

　
（

票
 

℃

。

葺

蔘
。

h

ζ
 ｝
雪
 

゜・

尹
℃噛

ま
O？

　

ウ
ォ

ル

フ

ォ

ー

ス

の

論
文
よ
り

）

。

　
　
短
い
払

嗣
又
の

発
言
者
ミ

ド
ル

ミ
ス

は
ブ
ー

　

ゲ

ン

ヴ

ィ

ル

に

住
ん

で

い

た
オ

ー

ス

ト

ラ

　

リ

ァ

入
で

、

ナ
ビ

ダ
コ

エ

・

ナ

ヴ
ィ

ト

ゥ

　
の

事
実
上
の

組
織
者
で

あ
っ

た
。

彼
は

冒

頭
に

次
の

よ

う
に

述
べ

た
。

　
「

ナ

ビ

ダ
コ

エ

・

ナ

ヴ
ィ

ト

ゥ

は
、

　一

九
六
九
年
四
月一
一
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ン

ト

を
と
っ

て

い

た

が
、

や
が

て

そ

れ
は

四

ド

ル

に

値
上
げ
さ

れ

た
。

そ

し

て
一

九
七
〇

年
初
頭
に

は

キ
エ

タ
地
方
の

＝
六
の

村
落

か

ら
六

、

○
○
○
人
以
上
が
メ

ン

バ

ー

と

な
っ

た
。

　

ナ
ビ

ダ
コ

エ

・

ナ

ヴ

ィ

ト
ゥ

は

カ

ト

リ
ッ

ク
、

メ

ソ

デ

ィ

ス

ト
、

セ

ブ

ン

ス

デ

イ
・

ア

ド

ヴ
ェ

ン

テ

ィ

ス

ト

な
ど

の

信
徒
の

ほ

か
、

カ

ー
ゴ

・

カ

ル

ト

信
奉
者
な

ど
評
議
会
の

内

外
の

人
た
ち
を

結
集
す
る

形
と
な
っ

た
。

　
ナ

ビ

ダ
コ

エ

・

ナ

ヴ
ィ

ト

ゥ

の

冒
的
と
し

て
、

ミ

ド

ル

ミ

ス

は
一

九
七
〇
年
七
〇
初
頭

の

時
点
で

は
、

次
の

よ
う
な
も
の

だ

と
し
て

い

た
。

　
ω
　
ブ

ー

ゲ
ン

ヴ
ィ

ル

の

社
会
的

、

政
治

　
　
的
な

ら

び
に

経
済
的
開
発

を

推
進
す
る

　
　
こ

と
。

こ

の

点
は

強
調
さ

れ

な

け

れ

ば

　
　
な
ら
な

い
G

わ

れ
わ
れ

は
ブ

ー

ゲ
ン

ヴ
ィ

　
　
ル

全

体
の

開
発
を
望
ん

で

き
た

。

　
 
　
政
治
的
自
治
を
促
進
す
る

こ

と
。

　
捌

　
教
会
と
行
政
庁
の

学

校
を

通
じ
て
、

　
　
ブ
ー

ゲ
ン

ヴ
ィ

ル

住
民
の

た
め

の

よ

り

　
　
良
い

教
育
を

与
え
る

こ

と
。

　
ウ
ォ

ル

フ

ァ

ー

ス

は
ナ

ビ

ダ
コ

エ

・

ナ
ヴ
ィ

ト

ゥ

の

目
的
と

し

て

ブ
ー

ゲ
ン

ヴ
ィ

ル

の

経

済
的
・

社
会
的

、

政
治
的

開
発
の

推
進
と
、

ナ

シ

オ

イ

人
民
の

団
結
を

第
一

に
、

ブ

〜

ゲ

ン

ヴ
ィ

ル

島
民
の

伝
統
文
化
や

慣
習
の

理

解

と
評
価
の

回
復

、

護
持

、

促
進
を
第
二

に

挙

げ
て

い

た
。

　
　「．
前
に

は

ブ

ー

ゲ
ン

ヴ
ィ

ル

で

プ

ラ

ン

　

テ

ー

シ

ョ

ン

の

助
手
と

し
て

働
い

て

い

た

　
　「

匹
狼
の

ミ

ド

ル

ミ

ス

は
、

ナ

ビ

ダ
コ

エ

・

　

ナ

ヴ

ィ

ト

ゥ

の

た

め

に

フ

ル

タ

イ
ム

で

働

　

い

て

い

る
。

彼
は

出
版

活
動
を

す
る

し
、

　

　
“

ブ

ー

ゲ
ン

ヴ
ィ

ル

・

ニ

ュ

ー

ズ
’

bロ
o

午

　

σq
巴
コ

〈

三
 

Z
Φ

磊
の

編

集

者
で

あ
る
。

」

　
（

U
耄
乙
。。

89

雪

前
掲
書
勹

」

瓮
）

　

　

ウ
ォ

ル

フ

ァ

ー

ス

は

次
の

よ

う
に

も
論

　

じ

て

い

た
。

　

　
「

一

九
七

〇
年
初
期
に

こ

の

結

社
は
、

　

プ

ー

ゲ
ン

ヴ
ィ

ル

に

お

い

て

そ

の

支
持
者

　

が

PNG

と

共
に

留
ま

る

か
、

英
領
ソ

ロ

　

モ

ン

諸
島
と

統
合
し
た

い

か
、

他
の

ニ

ュ

ー

　

ギ
ニ

ア

諸
島
と

統
合
し

た
い

か
、

あ
る

い

　

は

独
自
の

別
個
の

独
立
国
に

な

り
た
い

か
、

　

を
明
ら

か

に

す
る

た

め

の

住
民
投
票
を
実

　

施
す
る

計
画
を

公

表
し
た

。

そ

の

指
導
者

　

の

何
人
か

は

最
後
の

選
択
を

好
ん

で

い

　

る

よ
う

で

あ
る

。

」

（ ．
写
 

℃
c一【
鉱

翕

o

出

　

ζ
巴
ゆ「
尾
弓゚

憩
b°

＆
O

）

　

し

か
し
一

九
七
｝

年
に

な

る

と
ナ

ビ

ダ
コ

エ

・

ナ

ヴ
ィ

ト

ゥ

の

指
導
者
た

ち
は

、

一

九

七
二

年
の

国
会
選
挙
に

立
侯
補
す
る

決
意
を

し
、

島
民
の

支
持
を
求
め

る

こ

と

に

努
力
し

は

じ
め

た
た

め
、

そ

の

結
社
と
し

て

の

活
動

は

低
調
に

な
っ

た
。

ミ

ド

ル

ミ

ス

は
一

九
七

一

年
七
月
に

立
候
補
の

意
図
を

宣
言
し

、

キ

エ

タ

地
方
政
府
評
議
会
も
支
持
す
る

こ

と

に

な
っ

た
。

　

と
こ

ろ

が
、

や
は

り
立
候
補
す
る
レ

オ
・

ハ

ネ
ッ

ト

は
、

ミ

ド

ル

ミ

ス

を
「

利
己

主
義

的
」

だ
と
非
難
し

た
。

そ

の

バ

ネ
m
．

ト

も
そ

の

思
想
や

言
動
が

過
激
だ

と

言
う

理
由
か

ら
、

立
饌
補
を
断
念
さ

せ

ら
れ

、

傷
つ

い

た
ま

ま

ブ

ー

ゲ
ン

ヴ
ィ

ル

銅
山
か

ら
の

研
究
費
を

与

え

ら
れ

、

ハ

ワ

イ

の

イ

ー
ス

ト
・

ウ
エ

ス

ト
。

セ

ン

タ
ー

に

留
学
さ
せ

ら

れ

た
。

　

　
「．
一

九
七
二

年
一

二

月
に

は

ナ

ビ

ダ
コ

　

エ

・

ナ

ヴ
ィ

ト
ゥ

は

消
滅
寸
前
だ

と
情
報

　

通
は

主
張
し

た
。

そ

の

ビ

ス
ニ

ス

（

事
業
）

　

面
は

、

政
府
と

鉱
山
会
社
の

双
方
か
ら

の

　

支
援
に

か
か

わ
ら

ず
経
営
に

失
敗
し
た

。

　

そ

の

基
金
は

浪
費
さ
れ
た

か
奇
妙
な

消
え

　

方
を

し
た

。

月
刊
誌
ブ

ー

ゲ
ン

ヴ
ィ

ル

・

　

ニ

ュ

ー

ス

も
消
滅
し

た
。

　

　

厚
か

ま

し

い

書
記
ベ

リ

ー
・

ミ

ド
ル

ミ

　

ス

は

進
歩
的
な

青
年
た

ち
か

ら
、

自
分
の

　

ビ

ジ

ネ

ス

に

気
を
つ

け

う
と

言
わ

れ
た

。

　

州
北
部
に

あ
る

二

つ

の

地
方
政
府
評
議
会

　

は
、

分
離
に

関
す
る

住
民
投
票
の

要
求
を

　

支
持
す
る

の

を
拒
否
し

て
、

そ

の

こ

と

に

　

敵
意
を
示
し
たハ〕
（

き
菖
O
°・

O
、

義
ぎ

簿

　

巴

前
掲
書
【
v

』
8
）

　

こ

う

し

て

ブ

ー

ゲ
ン

ヴ
ィ

ル

の

分
離
独
立

問
題
に

つ

い

て

確
固
と

し

た

政
策
を
も
た

な

か
っ

た

ナ
ビ

ダ
コ

エ

・

ナ

ヴ
ィ

ト

ゥ

は
、

　一

九
七
二

年
末
に

は

事
実
上
そ

の

存
立
の

幕
を

閉
じ

た
。

ミ

ド

ル

ミ

ス

の

政
治
的
野
心
に

よ
っ

て

利
用
さ
れ
た

せ

い

だ
、

と
い

う

論
評
も
さ

れ

る
か
も
知
れ

な
い

。

金
の

卵
を
生

む
ガ

チ

ョ

ウ

？

ブ

ー

ゲ
ン

ヴ

ィ

ル

島
民
に

対
す
る

ナ
ビ

ダ

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
¢ e

・

エ

・

ナ

ヴ

・

卜

・

の

政
治
的

髫
は

・

そ
血

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　

の

結
社
の

発
足
当
時
の

意

気
込
み

に

も

か

か
y

・

争
、

決
・
て

大
き

昌
な

か

尾
 

　

PNG

各
地
に

住
む
ブ

〜

ゲ
ン

ヴ

ィ

ル

L

の

教
育
の

あ

る

人
は

、

“

ム

ン

カ

ス

協
会
”

血

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　

（

ζ

簑
σq
評

塁
》

霧
oo

す
江

§
）

を

つ

く
っ

て
、

血

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　

島
民
全
体
の

連
絡
と

協
力
を

し

な

が

ら
社
会
皿

的
圧

力
団
体
と
し

て

活
動
し

て

い

た
・

〃

紅

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
N

ン

カ

ス
”

と

は

ブ

イ
ン

地
区
の

言
葉
で

”

黒

色
”

を

意
味
し
た

。

　

そ

の

協
会
の

メ

ン

バ

ー

の

多
く
は

個
入
的

に

は

分
離
主
義
者
だ
っ

た

が
、

】

九
七
二

年

三

月
UPNG

（

パ

プ

ア
・

ニ

ュ

ー

ギ
ニ

ア

大
学）

の

卒
業
式
の

さ

い
、

ブ

ー

ゲ
ン

ヴ
ィ

ル

の

学
生
が
、

オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア

の

塩汀
外

領

担
当
相
ピ

ー
コ

ッ

ク

に

請
願
書
を
提
出
し

た．、

そ

れ

は

住
民
投
票
や

自
決
の

権
利
を

要
求
す

る

も
の

で

あ
っ

た（．

　

そ

の

学
生
た

ち
は

政
治
的
自
覚
に

関
す
る

セ

ミ

ナ

ー

を
計
画
し

て

い

た

が
、

｝

九
七
二

年

＝
一
月
中
旬
に

や
っ

と

キ
エ

タ
に

あ
る

廃

屋
と
な
っ

て

い

た

教
会
で

セ

ミ

ナ

ー

を
開
い

た
。

そ

こ

で

学
生
た

ち
は

プ

ー

ゲ
ン

ヴ

ィ

ル

銅
山
会
社
の

食

事
を

食
べ

、

そ

の

会
社
提
供

の

ベ

ッ

ド

で

寝
た

。

　

　「
PNG

の

た

め

に

金
の

卵
を
生
む

筈

　

の

ガ

チ
ョ

ウ

が

お

ど

か

さ

れ
て

、

地
元
住

　

民
の

た
め

に

は

と
も

か

く
、

通
常
の

食
事

　

を
提
供
す

る

と

期
待
さ

れ

て

い

た．、

　

　
会
社
は

明
ら
さ
ま
に

は

拒
否
さ

れ

は

し

　
な

か
っ

た
。

…
セ

ミ

ナ

！

は

将
来
に

関
す

　
る

住
民
投
票
を
要
求
し

、

そ

の

他
の

点
で
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は

波
瀾
は

な

か
っ

た

が
、

州
内
全
体
の
一

　
致
は

潜
在
的
で

あ
り

、

コ

ミ
ュ

ニ

ケ
ー

シ
ヨ

　
ン

は
公
開
さ
れ
て

い

な

い

が

充
分
効
果
的

　
な

こ

と

を

示
す
た

め

に
、

ブ

カ

島
か

ち

の

　
ハ

ハ

リ
ス

（

頴
口

7
巴
置

乏
 

罵
P
鬥
09Qco

一
〇

ξ
）

　
の

指
導
者
や

充
分
な

数
の

学
生
や

住
民
を

　

結
集
し

た
。

（

参
旨
霧

Ω
匡

需
営
o
ぽ゜
巴

前

掲
書
P
°。

一

尸

）

　
　
・
．

　
　
一
い

　
こ

の
セ

ミ

ナ

ー

を
組
織
し

た」
学
生
た

ち
に

は

同
調
せ

ず
占

銅
山
会
社
を
訪・
れ

る

こ

と
も

拒
ん

で
い

た
モ

ミ

ス

神
父
は

、

ブ

ー

ゲ
ン

ヴ
ィ

ル

銅
山
を
「

金
の

卵
を

生
む

ガ

チ

ョ

ウ
」・

と

は

考
え
な

か
づ

た

が
、

憲
法

企
画
委
員
会

（

CPC

）

の

事
実
上
の

委

員
長
と
し

て
、

ブ

ー

ゲ
ン

ヴ
ィ

ル

を

新
国
家
P
弱

G
の

中
に

も
ぐ
り
こ

ま
せ

る

方
策
を

考
え
て

い

た
。

し
か
し

、

重
大
な

突
発
事
件
が

起
こ
っ

た
。

　
「

一

九
七
二

年・
の

ク

リ

ス．
マ

ス

・

イ

ヴ

に
、

最
も
高
い

教
育
を
う
け
た

ブ

ー

ゲ
ン

ヴ
ィ

ル

人
、

ル

ー

ク
・

羽

ゼ

ン

博
士
と，
ピ

ー

タ
ー
−

・

モ

イ
ニ

が
ゴ

ロ

カ

に

お
い

て

殺
さ「

．
れ

た
。

．
　

彼
ら

の

車
が
空
港
近
く
の

ぬ

れ

た
道
で

す
べ

っ

て
、

「一

人
の

子
供
に

激
突
し

て

道

路
上
に

投
げ
出
し

た
9

子
供
は

即
死
も
た

。

彼
ら
は

痕
ち
に

停
車
し

、

子
供
の

状
態
を

調
べ

る
た

め

壷・
か
ら軋
降

り
た

。

ル

ー

ク
．

　
ロ

ビ

ン

は

医
者
だ
っ

た

か

ら
で

あ
る

。

子

．

供
の

死
に

怒
り
狂
っ

た

暴
徒
が

彼
ら
に

襲

い

か

か
っ

て
、

二

人
を
殺
し

て

し

ま
っ

た
。

　

遠
く

離
れ

た
ブ

ー

ゲ
ン

ヴ
ィ

ル

か
ら
は

、

そ

れ
は

部
族
間
の

殺
人
の

よ
う
に

見
え
た

か

も
知
れ
な
い

が
、

私
は

単
な

る
ペ

イ
バ

ッ

ク

で

あ
っ

て
、

二

入
の

犠
羅
者
が

プ

璽

ゲ

ン

ヴ
イ

ル

島
民
だ
っ

た

事
実
と
は

何
の

関

係
も

な

か
っ

た
と

信
℃

て

い

る
。

し
か

し、

ブ

窪

ゲ
ン

ヴ

ィ

ル
に

お

い

て

は
、

怒
り
と

苦
悩
は

激
烈
だ
っ

た

の

で
、

　一

部
の

人
々

はワ「
」

の

事
件
の

中
忙

分
離
を
求
め

る
一

層

強
い

動
機
を
求
あ

た
。

（

ζ

す
7

黥一
〇り
03

−

毎
 

自
伝
O

毳
ま
）

　
　

　
　

　
　

　
畠

　
ペ

イ
パ

ッ

ク
℃

超

皇
多

は

報
復
を

意
味

す
る
が

、

私
も
メ

ラ

ネ
シ

ア

や

ポ

リ
ネ

シ

ア

の

島
々

を
旅
行
中
に
、

自
動
車
に

よ

る

入
身

事
故
の

さ

い

に

は

車
を
停
め

て
、

被
害
者
を

抱
き
上
げ
て

病
院
に

運

ぽ
う

、

な

ど
と
い

う

こ

と
は

決
し

て

考
え

な

い

よ

う
に

、

と

至
る

と
こ

ろ

で

忠
告
さ
れ
た

。

そ

し
て

被
害
者
を

抱
き

起
こ

そ

う

と
し

た

白
人
女
性
が

、

村
人

に

な

ぐ
り
殺
さ

れ
た

と

い

う
例
を
聞
か

さ

れ

た
c

　

も
し

人
身
事
故
を

起
こ

し
た

ら
、

被
害
者

」
を
放
置
し
て

、

そ

の

ま

ま
警
察
署
か

教
会
に

か

け
こ

む
べ

き
だ

、

と

い

う

こ

と

も
教
え

ら

れ

た
。

．
、
ソ

マ

レ

が

自
伝
の

中
に

書
い

て

い

る

遣

の

ゴ

ロ

カ

で

の

事
故
は
、

ジ
ェ

ー
ム

ズ

・

グ

「
リ
フ

ィ

ン

ら
の

「，
パ

ブ

ア
・

ニ

ュ

｝

ギ
ニ

・
ア

…

ー

政
治
史

…

…
」

に

よ
っ

て

も

重
視
さ

れ
て

い

る
。

細
か
い

点
で

は

ツ

マ

レ

の

記

述

と

違
う
点
も
あ
る

が、

二

人
の

犠
牲
者
は

医

師
ル
7・
ク
・
ロ

ビ

ン

と
、

学
校
長
ピ

コ

タ
ー
，

モ

イ
ニ

で

あ
っ

た
。

　
　「、
彼
ら

の

黒
い

皮
膚
は

恐
ら
く

そ

の

運

　
命
に

は

差
が

な
か
っ

た

が
、

事
件
は
直
ち

　
に

ブ
ー

ゲ
ン

ヴ

ィ

ル

入
に
、

ム

ン

カ

ス

　
ζ

…
σq

蔦
蟄

は

至
る

と

こ

ろ
で

、

郷
土
に

　
お

い

て

さ

え
、

口

や

か
ま

し
い

残

酷
な

　
“

レ

ッ．
ざ

ス

キ

ン

ズ
”

（

と
く

に
ハ

イ

ラ

　
ン

下

住
民
）

に

脅
か

さ

れ

て
い

た

と

伝
え

　
ら
れ

允
。

　
　

　

．・
　

　
　

　
一

　
　
レ

オ

・

ハ

ネ

ッ

ト

に

言
わ
せ

れ

ば．
、

　
“

レ

ッ

ド

ス

キ

ン

ズ
”

は
、

入
の

生
命
は

　
神
聖
で

あ
り

、「

最
高
の

敬
意
を
も
っ

て

支

　
持
さ

れ

な

け
れ
ば

な

ら

な
い

、

と

い

う

信

　
念
を
わ
れ

わ
れ
と

分
か

ち

合
っ

て
い

な
い

 

　
（

魯
日
霧

Ω
ユ

塗
⇒

9
巴

前
掲
書
ワ
 

＝
）

　
レ

オ
・

ハ

ネ
ッ

ト
は
ハ

ワ

イ
の

イ
！

ス

ト
．

ウ
エ

ス

ト
・

セ

ン

タ

ー

か

ら
帰
っ

た

ば
か

り

だ
っ

た

が
、

直
ち

に

ブ

ー

ゲ
ン

ヴ
ィ

ル

島
民

の

ス

ポ

ー

ク

ス

マ

ン

と
な
り

、

ナ
ビ

ダ
コ

エ

・

ナ

ヴ
ィ

ト

ゥ

と

は

違
っ

て
、

強
力
に

分
離
独

立
運
動
を

指
導
し

た
。・

　
レ

オ
・

ハ

ネ

ッ

ト

と
当
時
PNG

中
央
政

府
の

首
席
閣
僚
に

な
っ

て

い

た

マ

イ

ケ
ル

・

ソ

マ

レ

と
の

奇
妙
な
関
係
が

始
ま
っ

た
の

は
、

こ

の

不
幸
な

事
件
を
契
機
と

し
て

で

あ
う

た
。

　
ソ

マ

レ

は
一

九
七
三

年
一

月
の

第
二

週
に

キ
エ

タ

の

野
外
公
共
集
会
に

参
加
し
て

講
演

し
た
が
、

そ

の

集
会「
の

場
所
や
開
始
時
間
は

ミ

ド

ル

ミ

ス

の

意
見
で

変
更
さ
れ

た
。

そ

の

変
更
に

対
し
て

予
め
知
ら

せ

ら
れ

て

い

な
か
っ

た
レ

オ

・°
〈

ネ
ッ

ト

は

激
怒
し
た

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

馳

　「

私
は
そ

の

集

会
に

お

け
る

レ

オ
．

ハ

珊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

ネ

ッ

ト

の

怒
り

狂
っ

た

演
技
を
決
し

て

忘
肛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

h

れ

な

い

で

あ
ろ

う
」

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
皿

　
「

レ

オ
・

ハ

ネ

ッ

ト

は

怒

り
を

爆
発
さ

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

せ

な

が
ら

群
衆
を
か

き
わ

け
、

自
分
の

こ
厩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ぶ

し

で

テ

ー

ブ

ル

を

た

た

き
始
め

た．、

彼
週

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

エ

は

集
会
の

場
所
が
突
然
変
え

ら
れ
る
と
は
ゆ

住
民
の

威
信
に

対
す
る

侮
辱
だ

と
わ
め
き

た

て

た
。

彼
と

多
く
の

ブ

ー

ゲ
ン

ヴ
ィ

ル

人
が

私
の

面
前
で
の

デ
モ

ン

ス

ト

レ

ー

シ

ョ

ン

を
望
ん

だ
。

彼
ら

は

何
時
間
も

別
の

場

所
で

待
っ

て

い

た

の

だ
。

　
こ

の

こ

と

は

中
央
政
府
が
一

般
的
に

ブ
ー

ゲ
ソ

ヴ
ィ

ル

を
軽
視
し
て

い

る

こ

と

の

反

映
だ

と
言
っ

て
、

彼
は

私
か

ら

の

謝
罪
を

要
求
し
た

。

彼
は

怒
り
の

熱
弁
の

中
に

多

く

の

点
を

織
り
こ

ん

だ．．

彼
は

殺
入
者
た

ち
を

即
時
処
分
す
る

こ

と

を
要
求
し

た
。

　

も
し

も

中
央
政
府
に

よ
っ

て

ブ

ー

ゲ
ン

ヴ
ィ

ル

入
の

人
問
と

し

て
の

尊
厳
に

つ

い

て

何
の

認
定
も
な

さ
れ
な
い

な

ら
、

彼
ら

は

分
離
す
る

つ

も
り
だ

と
警
告
し

、

彼
は

ブ

ー

ゲ

ン

ヴ
ィ

ル

入
が

州
弁
務
官
を
手
始

あ

に
、

州
の

高
い

行
政
官
に

任
命
さ

る
べ

き
時
だ
と
述
べ

た
」

（
の

。

ヨ

胄
 

自
伝

p

の

δ
）

　
ハ

ネ

ッ

ト

の

煽
動
で

ブ

ー

ゲ
ン

ヴ
ィ

ル

島

民
の

ソ

マ

レ

自
治
政
府
に

対
す
る

怒
り
は

激

化
し

た．．

し

か

し

問
題
は

、

一

九
七
二

年
に

す
で

に

商
業
生
産
が
開
始
さ
れ
て

い

た

ブ

ー

ゲ
ン

ヴ

ィ

ル旧
銅

山
が

、

ブ

ー

ゲ
ン

ヴ
ィ

ル

島
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